
１．実験実施の背景

周遊観光ルート創造に向けた山間部道路の賢い運用方法社会実験 （宮崎県小林市、綾町）

２．検証項目
●道路の使い方・方法
①生活等に対する影響
②接触事故等の低減への効果
③宮崎須木線の一方通行運用を実施するための調整

・綾町から小林市須木村までの県道宮崎須木線の一部において狭小な幅員箇所があるため、観光周遊の支障となっている
・県道宮崎須木線は、山間部では道幅が5.5m未満の対面通行であり、普通車同士の離合にも困難な路線
・油津港へ寄港する大型クルーズ船の観光客を対象とした、当地を含む「周遊観光ルート」を設けることが困難な状況

【実験内容】

【実験地域】県道宮崎須木線

【実施期間】平成29年11月26日（日）～平成29年12月10日（日）

①一方通行規制の実施
・県道宮崎須木線のうち、約16.5kmの区間を時間帯で一方通行
②時間帯一方通行と連携したイベント等の実施
・社会実験の実施にあわせてバスツアー、各種連携イベントを実施
③アンケート・ヒアリング調査
・道路の使い方・方法、観光への展開について実施

図-1 位置図

３．実験内容

●観光への展開
④観光・地域活性化への効果

図-3 対象区間の現況

図-2 一方通行区間･迂回路
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問2-2 本日のツアーは満足しましたか？

４．検証結果

周遊観光ルート創造に向けた山間部道路の賢い運用方法社会実験 （宮崎県小林市、綾町）

５．実験後の展開、明らかになった課題等

①規制による定期利用者への影響
②落石対策やカーブミラー等安全性の確保
③本格運用時を見据え、規制にかかる周知の方法

図-4 社会実験チラシ

●道路の使い方・方法
①生活等に対する影響
・周辺住民は、ほとんど利用していない
・一方通行化が住民に与えた影響は小さい
・通勤・通学に対象区間を利用している人は少ない
・数は少ないが、毎日、週に数回、月に数回、
年に数回利用する住民がいる

②接触事故等の低減への効果
・一方通行化によりドライバーの心理面にプラス効果あり

③宮崎須木線の一方通行運用を実施するための調整
・今回の準備期間（約2ヶ月）に、プラス1ヶ月～半年の期間が望ましい

●観光への展開
④観光・地域活性化への効果
・一方通行化が快適な観光ルートの形成に有効である
・観光道路として利用するにあたっての改善事項が確認された
・社会実験時の断面交通量は通常時と変わらない結果
・社会実験により道路の活用が促進された
・社会実験が広く周知されていなかった点に問題があったことが確認された
・ツアー参加者の満足度は高く、魅力的な観光資源であることが確認された

図-5 ツアー参加者満足度

図-6 小林須木側イベント（芋煮会）

図-7 綾町側イベント（綾工芸まつり）


